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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１グループの複数の画素および第２グループの複数の画素を有し、第１の期間におけ
る第１の種類のフレーム画像に基づく表示と、第２の期間における第２の種類のフレーム
画像に基づく表示とを切り換えて行う表示部と、
　前記第１の期間において、前記第２グループの複数の画素を駆動せずに前記第１グルー
プの複数の画素を駆動する第１の駆動を行い、前記第２の期間において、前記第１グルー
プの複数の画素を駆動せずに前記第２グループの複数の画素を駆動する第２の駆動を行い
、前記第１の駆動の後であって前記第２の駆動の前に、前記表示部における各画素に所定
の輝度情報を書き込む第３の駆動を行い、前記第２の駆動の後であって前記第１の駆動の
前に、前記表示部における各画素に前記所定の輝度情報を書き込む第４の駆動を行う駆動
部と
　を備え、
　前記第３の駆動および前記第４の駆動は、互いに隣り合う２ラインを単位として走査駆
動するものである
　表示装置。
【請求項２】
　前記第１グループの複数の画素は、複数の奇数ライン画素であり、
　前記第２グループの複数の画素は、複数の偶数ライン画素である
　請求項１に記載の表示装置。
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【請求項３】
　前記第１の駆動は、前記複数の奇数ライン画素を１または複数回走査するものであり、
　前記第２の駆動は、前記複数の偶数ライン画素を１または複数回走査するものである
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記所定の輝度情報は、黒色を示すものである
　請求項２または請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第３の駆動は、前記表示部における各画素を１または複数回走査するものであり、
　前記第４の駆動は、前記表示部における各画素を１または複数回走査するものである
　請求項２から請求項４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記表示部は、複数の走査信号線を備え、
　前記奇数ライン画素は、前記複数の走査信号線のうちの奇数番目の走査信号線に接続さ
れており、
　前記偶数ライン画素は、前記複数の走査信号線のうちの偶数番目の走査信号線に接続さ
れている
　請求項２から請求項５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　同じ走査信号線に接続された画素は、走査方向と交差する方向に並設されている
　請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　一の画素は、その一の画素と同じ走査信号線に接続された他の画素のうちのいずれかと
、走査方向における異なる位置に配置されている
　請求項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１の種類のフレーム画像に基づく表示および前記第２の種類のフレーム画像に基
づく表示に同期して点灯するバックライトをさらに備え、
　前記表示部は液晶表示部である
　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示部における表示に同期して、１または複数のシャッタ眼鏡のそれぞれにおける
左眼シャッタおよび右眼シャッタの開閉を切り換える制御を行うシャッタ制御部をさらに
備えた
　請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記シャッタ制御部は、
　前記第１の駆動および前記第２の駆動のうちの一方に同期して、前記左眼シャッタを開
放状態にするとともに前記右眼シャッタを遮断状態にし、
　前記第１の駆動および前記第２の駆動のうちの他方に同期して、前記左眼シャッタを遮
断状態にするとともに前記右眼シャッタを開放状態にする
　請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記シャッタ制御部は、
　前記第１の駆動および前記第２の駆動のうちの一方に同期して、前記１または複数のシ
ャッタ眼鏡のうちの第１のシャッタ眼鏡における前記左眼シャッタおよび前記右眼シャッ
タを開放状態にし、
　前記第１の駆動および前記第２の駆動のうちの他方に同期して、前記第１のシャッタ眼
鏡における前記左眼シャッタおよび前記右眼シャッタを遮断状態にする
　請求項１０に記載の表示装置。
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【請求項１３】
　第１グループの複数の画素および第２グループの複数の画素を有し、第１の期間におけ
る第１の種類のフレーム画像に基づく表示と、第２の期間における第２の種類のフレーム
画像に基づく表示とを切り換えて行う表示部に対して、前記第１の期間において、前記第
２グループの複数の画素を駆動せずに前記第１グループの複数の画素を駆動する第１の駆
動を行い、前記第２の期間において、前記第１グループの複数の画素を駆動せずに前記第
２グループの複数の画素を駆動する第２の駆動を行い、前記第１の駆動の後であって前記
第２の駆動の前に、前記表示部における各画素に所定の輝度情報を書き込む第３の駆動を
行い、前記第２の駆動の後であって前記第１の駆動の前に、前記表示部における各画素に
前記所定の輝度情報を書き込む第４の駆動を行う駆動部を備え、
　前記第３の駆動および前記第４の駆動は、互いに隣り合う２ラインを単位として走査駆
動するものである
　表示駆動回路。
【請求項１４】
　第１の期間において、第２グループの複数の画素を駆動せずに第１グループの複数の画
素を駆動する第１の駆動を行い、第２の期間において、前記第１グループの複数の画素を
駆動せずに前記第２グループの複数の画素を駆動する第２の駆動を行うことにより、前記
第１の期間における第１の種類のフレーム画像に基づく表示と、前記第２の期間における
第２の種類のフレーム画像に基づく表示とを切り換えて行い、
　前記第１の駆動の後であって前記第２の駆動の前に、各画素に所定の輝度情報を書き込
む第３の駆動を行い、前記第２の駆動の後であって前記第１の駆動の前に、各画素に前記
所定の輝度情報を書き込む第４の駆動を行い、
　前記第３の駆動および前記第４の駆動は、互いに隣り合う２ラインを単位として走査駆
動するものである
　表示駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、画像を表示する表示装置、およびそのような表示装置に用いられる表示駆動
回路、および表示駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、立体視表示が可能な表示システムが注目を集めている。そのような表示システム
の１つにシャッタ眼鏡を用いた表示システムがある。この表示システムでは、互いに視差
がある左眼画像と右眼画像が、表示装置に交互に時分割的に表示されるとともに、これら
の画像の切換えに同期してシャッタ眼鏡の左眼シャッタと右眼シャッタの開閉が切換え制
御される。この切換え動作を繰り返すことにより、観察者はこれらの一連の画像からなる
映像を奥行きのある立体的な映像として認識することができる。
【０００３】
　このような表示システムでは、画質を高める為の様々な試みがなされている。例えば、
非特許文献１，２には、左眼画像と右眼画像との間に黒画像を表示する、いわゆる黒挿入
駆動が開示されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】D. S. Kim et al, "New 240Hz Driving Method for Full HD & High Qu
ality 3D LCD TV", SID 10 DIGEST, p.762-765
【非特許文献２】S. S. Kim et al, "World's First 240Hz TFT-LCD Technology for Ful
l-HD LCD-TV and Its Application to 3D Display", SID 09 DIGEST, p.424-427
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、一般に、表示装置では高画質が望まれ、立体視表示を実現できる表示装置で
も同様に、高画質の実現が期待されている。
【０００６】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、画質を高めることができ
る表示装置、表示駆動回路、および表示駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の表示装置は、表示部と、駆動部とを備えている。表示部は、第１グループの複
数の画素および第２グループの複数の画素を有し、第１の期間における第１の種類のフレ
ーム画像に基づく表示と、第２の期間における第２の種類のフレーム画像に基づく表示と
を切り換えて行うものである。駆動部は、第１の期間において、第２グループの複数の画
素を駆動せずに第１グループの複数の画素を駆動する第１の駆動を行い、第２の期間にお
いて、第１グループの複数の画素を駆動せずに第２グループの複数の画素を駆動する第２
の駆動を行い、第１の駆動の後であって第２の駆動の前に、表示部における各画素に所定
の輝度情報を書き込む第３の駆動を行い、第２の駆動の後であって第１の駆動の前に、表
示部における各画素に所定の輝度情報を書き込む第４の駆動を行うものである。上記第３
の駆動および上記第４の駆動は、互いに隣り合う２ラインを単位として走査駆動するもの
である。
【０００８】
　本開示の表示駆動回路は、第１グループの複数の画素および第２グループの複数の画素
を有し、第１の期間における第１の種類のフレーム画像に基づく表示と、第２の期間にお
ける第２の種類のフレーム画像に基づく表示とを切り換えて行う表示部に対して、第１の
期間において、第２グループの複数の画素を駆動せずに第１グループの複数の画素を駆動
する第１の駆動を行い、第２の期間において、第１グループの複数の画素を駆動せずに第
２グループの複数の画素を駆動する第２の駆動を行い、第１の駆動の後であって第２の駆
動の前に、表示部における各画素に所定の輝度情報を書き込む第３の駆動を行い、第２の
駆動の後であって第１の駆動の前に、表示部における各画素に所定の輝度情報を書き込む
第４の駆動を行う駆動部を備えている。上記第３の駆動および上記第４の駆動は、互いに
隣り合う２ラインを単位として走査駆動するものである。
【０００９】
　本開示の表示駆動方法は、第１の期間において、第２グループの複数の画素を駆動せず
に第１グループの複数の画素を駆動する第１の駆動を行い、第２の期間において、第１グ
ループの複数の画素を駆動せずに第２グループの複数の画素を駆動する第２の駆動を行う
ことにより、第１の期間における第１の種類のフレーム画像に基づく表示と、第２の期間
における第２の種類のフレーム画像に基づく表示とを切り換えて行い、第１の駆動の後で
あって第２の駆動の前に、各画素に所定の輝度情報を書き込む第３の駆動を行い、第２の
駆動の後であって第１の駆動の前に、各画素に所定の輝度情報を書き込む第４の駆動を行
うものである。上記第３の駆動および上記第４の駆動は、互いに隣り合う２ラインを単位
として走査駆動するものである。
【００１０】
　本開示の表示装置、表示駆動回路、および表示駆動方法では、第１の期間における第１
の種類のフレーム画像に基づく表示と、第２の期間における第２の種類のフレーム画像に
基づく表示とが切り換えて行われる。その際、第１の期間では、第２グループの複数の画
素が駆動されずに第１グループの複数の画素が駆動され、第２の期間では、第１グループ
の複数の画素が駆動されずに第２グループの複数の画素が駆動される。
【発明の効果】
【００１１】
　本開示の表示装置、表示駆動回路、および表示駆動方法によれば、第１の期間において
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、第２グループの複数の画素を駆動せずに第１グループの複数の画素を駆動し、第２の期
間において、第１グループの複数の画素を駆動せずに第２グループの複数の画素を駆動す
るようにしたので、画質を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の実施の形態に係る表示システムの一構成例を表すブロック図である。
【図２】図１に示した表示駆動部の一構成例を表すブロック図である。
【図３】第１の実施の形態に係る液晶表示部の画素配列を表す説明図である。
【図４】図３に示したサブ画素の一構成例を表す回路図である。
【図５】図１に示した液晶表示部の概略断面構造を表す断面図である。
【図６Ａ】左眼画像を表示する場合の一動作例を表す説明図である。
【図６Ｂ】右眼画像を表示する場合の一動作例を表す説明図である。
【図７】図１に示した表示システムの一動作例を表すタイミング波形図である。
【図８】図１に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図９】図４に示したサブ画素の一動作例を表すタイミング波形図である。
【図１０】図１に示した液晶表示部の一動作例を表す模式図である。
【図１１Ａ】奇数ラインのサブ画素の一動作例を表すタイミング波形図である。
【図１１Ｂ】偶数ラインのサブ画素の一動作例を表すタイミング波形図である。
【図１２】比較例１に係る表示システムの一動作例を表すタイミング波形図である。
【図１３】図１２に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図１４】図１２に示した表示システムに係るサブ画素の一動作例を表すタイミング波形
図である。
【図１５】比較例２に係る表示システムの一動作例を表すタイミング波形図である。
【図１６】図１５に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図１７Ａ】図１５に示した表示システムに係る奇数ラインのサブ画素の一動作例を表す
タイミング波形図である。
【図１７Ｂ】図１５に示した表示システムに係る偶数ラインのサブ画素の一動作例を表す
タイミング波形図である。
【図１８】第１の実施の形態の変形例に係る表示システムの一動作例を表す表である。
【図１９】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示システムの一動作例を表すタイミン
グ波形図である。
【図２０】図１９に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図２１】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示システムの一動作例を表すタイミン
グ波形図である。
【図２２】図２１に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図２３】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示システムの一動作例を表すタイミン
グ波形図である。
【図２４】図２３に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図２５】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示システムの一動作例を表すタイミン
グ波形図である。
【図２６】図２５に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図２７】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示システムの一動作例を表すタイミン
グ波形図である。
【図２８】図２７に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図２９】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示システムの一動作例を表すタイミン
グ波形図である。
【図３０】図２９に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図３１】第２の実施の形態に係る液晶表示部の画素配列を表す説明図である。
【図３２】第２の実施の形態の変形例に係る液晶表示部の画素配列を表す説明図である。
【図３３】第２の実施の形態の他の変形例に係る液晶表示部の画素配列を表す説明図であ
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る。
【図３４】第２の実施の形態の他の変形例に係る液晶表示部の画素配列を表す説明図であ
る。
【図３５】第３の実施の形態に係る表示システムの一構成例を表すブロック図である。
【図３６Ａ】図３５に示した表示システムの一動作例を表す説明図である。
【図３６Ｂ】図３５に示した表示システムの他の動作例を表す説明図である。
【図３７】図３５に示した表示システムの一動作例を表すタイミング波形図である。
【図３８】図３５に示した表示システムの一動作例を表す表である。
【図３９】実施の形態に係る表示システムが適用されたテレビジョン装置の外観構成を表
す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．第１の実施の形態（立体表示システム）
２．第２の実施の形態（立体表示システム）
３．第３の実施の形態（マルチビューシステム）
４．適用例
【００１４】
＜１．第１の実施の形態＞
［構成例］
　図１は、第１の実施の形態に係る表示システム１の一構成例を表すものである。表示シ
ステム１は、立体視表示を行う表示システムである。なお、本開示の実施の形態に係る表
示駆動回路および表示駆動方法は、本実施の形態により具現化されるので、併せて説明す
る。表示システム１は、表示装置１０と、シャッタ眼鏡８０とを備えている。
【００１５】
　表示装置１０は、映像処理部１１と、表示駆動部２０と、液晶表示部１３と、バックラ
イト駆動部１４と、バックライト１５と、シャッタ制御部１６とを備えている。
【００１６】
　映像処理部１１は、外部より供給される映像信号Ｓdispに基づいて、表示駆動部２０、
バックライト駆動部１４、シャッタ制御部１６に対してそれぞれ制御信号を共有し、これ
らがお互いに同期して動作するように制御するものである。ここで、映像信号Ｓdispは、
交互に配置された一連の左眼画像ＦＬおよび右眼画像ＦＲを含むものである。
【００１７】
　また、映像処理部１１は、左眼画像ＦＬと右眼画像ＦＲとの間にそれぞれ黒画像Ｂｋを
挿入する機能をも有している。なお、これに限定されるものではなく、これに代えて、例
えば、表示駆動部２０が黒画像Ｂｋを挿入する機能を有していてもよいし、左眼画像ＦＬ
、右眼画像ＦＲ、黒画像Ｂｋをも含めた一連の画像を映像処理部１１に入力するように構
成してもよい。
【００１８】
　表示駆動部２０は、映像処理部１１から供給される映像信号Ｓdisp2に基づいて液晶表
示部１３を駆動するものである。液晶表示部１３は、液晶表示素子を駆動して、バックラ
イト１５から射出した光を変調することにより表示を行うものである。この例では、液晶
表示部１３はいわゆる４倍速の表示パネルである。
【００１９】
　図２は、表示駆動部２０のブロック図の一例を表すものである。表示駆動部２０は、タ
イミング制御部２１と、ゲートドライバ２２と、データドライバ２３とを備えている。タ
イミング制御部２１は、ゲートドライバ２２およびデータドライバ２３の駆動タイミング
を制御するとともに、映像処理部１１から供給された映像信号Ｓdisp2に基づいて映像信
号Ｓdisp3を生成し、データドライバ２３へ供給するものである。ゲートドライバ２２は
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、タイミング制御部２１によるタイミング制御に従って、液晶表示部１３内の画素Ｐixを
行ごとに順次選択して、順次走査するものである。データドライバ２３は、液晶表示部１
３の各画素Ｐixへ、映像信号Ｓdisp3に基づく画素電圧Ｖpixを供給するものである。具体
的には、データドライバ２３は、映像信号Ｓdisp3に基づいてＤ／Ａ（デジタル／アナロ
グ）変換を行うことにより、アナログ信号である画素電圧Ｖpixを生成し、各画素Ｐixへ
供給するようになっている。
【００２０】
　この構成により、表示駆動部２０は、順次走査を行うことにより液晶表示部１３を駆動
する。その際、表示駆動部２０は、後述するように、左眼画像ＦＬおよびそれに続く黒画
像Ｂｋを表示する際には、液晶表示部１３の奇数ラインのみを順次走査し、右眼画像ＦＲ
およびそれに続く黒画像Ｂｋを表示する際には、液晶表示部１３の偶数ラインのみを順次
走査することにより、液晶表示部１３を駆動するようになっている。
【００２１】
　図３は、液晶表示部１３の一構成例を表すものである。液晶表示部１３には、画素Ｐix
がマトリクス状に配置されている。各画素Ｐixは、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）
にそれぞれ対応する３つのサブ画素ＳＰixを有している。この例では、水平方向Ｘに並設
されているサブ画素ＳＰixは同じゲート線ＧＣＬ（後述）に接続されている。
【００２２】
　図４は、画素Ｐixを構成するサブ画素ＳＰixの回路図の一例を表すものである。画素Ｐ
ixは、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）素子Ｔｒと、液晶素子ＬＣと、保持容量素子Ｃｓ
とを備えている。ＴＦＴ素子Ｔｒは、例えばＭＯＳ（Metal Oxide Semiconductor）型の
ＦＥＴ（Field Effect Transistor）により構成されるものであり、ゲートがゲート線Ｇ
ＣＬに接続され、ソースがデータ線ＳＧＬに接続され、ドレインが液晶素子ＬＣの一端と
保持容量素子Ｃｓの一端に接続されている。液晶素子ＬＣは、一端がＴＦＴ素子Ｔｒのド
レインに接続され、他端は接地されている。保持容量素子Ｃｓは、一端がＴＦＴ素子Ｔｒ
のドレインに接続され、他端は保持容量線ＣＳＬに接続されている。ゲート線ＧＣＬはゲ
ートドライバ２２に接続され、データ線ＳＧＬはデータドライバ２３に接続されている。
【００２３】
　図５は、液晶表示部１３の断面構成例を表すものである。液晶表示部１３は、駆動基板
２０１と対向基板２０５との間に、液晶層２０３を封止したものである。駆動基板２０１
は、上記ＴＦＴ素子Ｔｒ等（図示せず）が形成されたものであり、この駆動基板２０１上
には、サブ画素ＳＰix毎に画素電極２０２が配設されている。対向基板２０５には、図示
しないカラーフィルタやブラックマトリクスが形成されており、更に液晶層２０３側の面
には、対向電極２０４が各サブ画素ＳＰixに共通の電極として配設されている。液晶表示
部１３の光入射側および光出射側には、偏光板２０６ａ，２０６ｂが、互いにクロスニコ
ルまたはパラレルニコルとなるように貼り合わせられている。
【００２４】
　液晶層２０３は、この例では、いわゆるＶＡ（Vertical Alignment）液晶として機能す
るものであり、例えば、負の誘電率異方性を有する液晶分子Ｍを含むものである。
【００２５】
　バックライト駆動部１４は、映像処理部１１から供給される制御信号に基づいて、バッ
クライト１５を駆動するものである。具体的には、バックライト駆動部１４は、液晶表示
部１３における表示に同期して、バックライト１５が間欠的に発光するように駆動するも
のである。
【００２６】
　バックライト１５は、面発光した光を液晶表示部１３に対して射出する機能を有してい
る。バックライト１５は、例えば、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）や、ＣＣＦＬ（Cold
 Cathode Fluorescent Lamp）などを用いて構成されるものである。
【００２７】
　シャッタ制御部１６は、映像処理部１１から供給される制御信号に基づいてシャッタ制
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御信号ＣＴＬを生成し、無線通信により、シャッタ眼鏡８０に対して供給するものである
。なお、この例では、シャッタ制御部１６は、シャッタ制御信号ＣＴＬを無線通信により
供給するものとしたが、これに限定されるものではなく、例えば、有線通信により供給し
てもよい。
【００２８】
　シャッタ眼鏡８０は、眼鏡型のシャッタ装置であり、観察者（図示せず）が用いること
により、立体視を可能とするものである。このシャッタ眼鏡８０は、左眼シャッタ８Ｌお
よび右眼シャッタ８Ｒを有している。左眼シャッタ８Ｌおよび右眼シャッタ８Ｒは、例え
ば液晶シャッタにより構成されている。これらの左眼シャッタ８Ｌおよび右眼シャッタ８
Ｒの透過状態（開状態）および遮断状態（閉状態）は、シャッタ制御部１６から供給され
るシャッタ制御信号ＣＴＬにより制御されるようになっている。
【００２９】
　ここで、液晶表示部１３は、本開示における「表示部」の一具体例に対応する。表示駆
動部２０は、本開示における「駆動部」の一具体例に対応する。ゲート線ＧＣＬは、本開
示における「走査信号線」の一具体例に対応する。左眼画像ＦＬは、本開示における「第
１の種類のフレーム画像」の一具体例に対応する。右眼画像ＦＲは、本開示における「第
２の種類のフレーム画像」の一具体例に対応する。
【００３０】
［動作および作用］
　続いて、本実施の形態の表示システム１の動作および作用について説明する。
【００３１】
（全体動作概要）
　まず、図１を参照して、表示システム１の全体動作概要を説明する。映像処理部１１は
、外部より供給される映像信号Ｓdispに基づいて、表示駆動部２０、バックライト駆動部
１４、シャッタ制御部１６に対してそれぞれ制御信号を供給し、これらがお互いに同期し
て動作するように制御する。バックライト駆動部１４は、映像処理部１１から供給される
制御信号に基づいてバックライト１５を駆動する。バックライト１５は、面発光した光を
液晶表示部１３に対して射出する。表示駆動部２０は、映像処理部１１から供給される映
像信号Ｓdisp2に基づいて液晶表示部１３を駆動する。液晶表示部１３は、バックライト
１５から射出した光を変調することにより表示を行う。シャッタ制御部１６は、映像処理
部１１から供給された制御信号に基づいてシャッタ制御信号ＣＴＬを生成するとともに、
そのシャッタ制御信号ＣＴＬをシャッタ眼鏡８０に対して供給する。シャッタ眼鏡８０の
左眼シャッタ８Ｌおよび右眼シャッタ８Ｒは、そのシャッタ制御信号ＣＴＬに基づいて開
閉動作する。
【００３２】
　図６Ａ，図６Ｂは、表示システム１の全体動作を模式的に表すものである。図６Ａは左
眼画像ＦＬを表示するときの動作を示し、図６Ｂは右眼画像ＦＲを表示するときの動作を
示す。表示装置１０が左眼画像ＦＬを表示しているとき、シャッタ眼鏡８０では、図６Ａ
に示したように、左眼シャッタ８Ｌが開状態となるとともに、右眼シャッタ８Ｒが閉状態
となる。これにより、観察者９は、左眼９Ｌで左眼画像ＦＬを観察する。一方、表示装置
１０が右眼画像ＦＲを表示しているとき、シャッタ眼鏡８０では、図６Ｂに示したように
、左眼シャッタ８Ｌが閉状態となるとともに、右眼シャッタ８Ｒが開状態となる。これに
より、観察者９は、右眼９Ｒで右眼画像ＦＲを観察する。これらの動作を交互に繰り返す
と、左眼画像ＦＬと右眼画像ＦＲとの間には視差があるため、観察者９は、これらの一連
の画像からなる映像を奥行きのある立体的な映像として認識することができる。
【００３３】
（詳細動作）
　次に、立体視表示を行う場合の詳細動作を説明する。
【００３４】
　図７は、表示システム１の表示動作のタイミング図を表すものであり、（Ａ）は液晶表
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示部１３の動作を示し、（Ｂ）はバックライト１５の動作を示し、（Ｃ）はシャッタ眼鏡
８０の左眼シャッタ８Ｌの動作を示し、（Ｄ）は右眼シャッタ８Ｒの動作を示す。図７（
Ａ）の縦軸は、液晶表示部１３の順次走査方向の走査位置を示している。また、図７（Ａ
）において、例えば、“ＦＬ” は、表示駆動部２０が左眼画像ＦＬに基づく表示駆動を
行っていることを示し、“ＦＲ”は、表示駆動部２０が右眼画像ＦＲに基づく表示駆動を
行っていることを示し、“Ｂｋ”は、表示駆動部２０が黒画像Ｂｋに基づく表示駆動を行
っていることを示す。また、図７（Ｂ）において、“ＯＮ”は、バックライト１５が点灯
していることを示し、“ＯＦＦ”は、バックライト１５が消灯していることを示す。
【００３５】
　表示システム１では、左眼画像ＦＬ、黒画像Ｂｋ、右眼画像ＦＲ、黒画像Ｂｋの順に、
それぞれ２回ずつ順次走査が行われる。そして、周期Ｔ０ごとにこれらの表示を繰り返す
。ここで、周期Ｔ０は、例えば、１６．７［msec］（＝１／６０［Hz］）にすることがで
きる。この場合、各順次走査の走査周期Ｔ１は、２．１［msec］（＝Ｔ０／８）である。
液晶表示部１３の各ラインでは、順次走査に対応する８つの期間Ｐ１～Ｐ８（図７（Ａ）
）ごとに、動作状態が設定される。
【００３６】
　図８は、期間Ｐ１～Ｐ８における、液晶表示部１３の奇数ラインおよび偶数ラインの動
作を表すものである。図８において、“ＦＬ”は、表示駆動部２０が左眼画像ＦＬに基づ
く表示駆動を行っていることを示し、“ＦＲ”は、表示駆動部２０が右眼画像ＦＲに基づ
く表示駆動を行っていることを示し、“Ｂｋ”は、表示駆動部２０が黒画像Ｂｋに基づく
表示駆動を行っていることを示す。また、“－”は、表示駆動部２０が表示駆動を行わな
いことを示す。
【００３７】
　以下に、図７，８を用いて、表示システム１の動作の詳細を説明する。
【００３８】
　まず、表示装置１０は、タイミングｔ０～ｔ３の期間において、左眼画像ＦＬを表示す
る。具体的には、まず、表示駆動部２０は、タイミングｔ０～ｔ１の期間において、液晶
表示部１３の奇数ラインのみに対して、最上部から最下部に向かって、左眼画像ＦＬに基
づく１回目の順次走査を行い、続くタイミングｔ１～ｔ３の期間において、同様に左眼画
像ＦＬに基づく２回目の順次走査を行う（図７（Ａ）、図８）。このように、同じ画像を
２回続けて書き込むことにより、後述するように、液晶表示部１３における液晶分子Ｍの
誘電率異方性に起因する画質の低下を抑えることができる。この間、液晶表示部１３の偶
数ラインでは、表示駆動が行われず、状態が維持される。この期間において、左眼シャッ
タ８Ｌは開状態であり、右眼シャッタ８Ｒは閉状態である（図７（Ｃ），（Ｄ））。そし
て、バックライト１５は、タイミングｔ２～ｔ４の期間において点灯する（図７（Ｂ））
。これにより、観察者９は、タイミングｔ２～ｔ４の期間において、左眼９Ｌで左眼画像
ＦＬを観察することができる。
【００３９】
　次に、表示装置１０は、タイミングｔ３～ｔ７の期間において、黒画像Ｂｋを表示する
。具体的には、まず、表示駆動部２０は、タイミングｔ３～ｔ６の期間において、液晶表
示部１３の奇数ラインのみに対して、最上部から最下部に向かって、黒画像Ｂｋに基づく
１回目の順次走査を行い、続くタイミングｔ６～ｔ７の期間において、同様に黒画像Ｂｋ
に基づく２回目の順次走査を行う（図７（Ａ）、図８）。これにより、奇数ラインのサブ
画素ＳＰixを十分にリセットすることができる。この間、液晶表示部１３の偶数ラインで
は、表示駆動が行われず、状態が維持される。そして、タイミングｔ５において、左眼シ
ャッタ８Ｌは開状態から閉状態に変化し、右眼シャッタ８Ｒは閉状態から開状態に変化す
る（図７（Ｃ），（Ｄ））。
【００４０】
　次に、表示装置１０は、タイミングｔ７～ｔ１０の期間において、右眼画像ＦＲを表示
する。具体的には、まず、表示駆動部２０は、タイミングｔ７～ｔ８の期間において、液
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晶表示部１３の偶数ラインのみに対して、最上部から最下部に向かって、右眼画像ＦＲに
基づく１回目の順次走査を行い、続くタイミングｔ８～ｔ１０の期間において、同様に右
眼画像ＦＲに基づく２回目の順次走査を行う（図７（Ａ）、図８）。この間、液晶表示部
１３の奇数ラインでは、表示駆動が行われず、黒を表示する状態が維持される。そして、
バックライト１５は、タイミングｔ９～ｔ１１の期間において点灯する（図７（Ｂ））。
これにより、観察者９は、タイミングｔ９～ｔ１１の期間において、右眼９Ｒで右眼画像
ＦＲを観察することができる。
【００４１】
　次に、表示装置１０は、タイミングｔ１０～ｔ１４の期間において、黒画像Ｂｋを表示
する。具体的には、まず、表示駆動部２０は、タイミングｔ１０～ｔ１３の期間において
、液晶表示部１３の偶数ラインのみに対して、最上部から最下部に向かって、黒画像Ｂｋ
に基づく１回目の順次走査を行い、続くタイミングｔ１３～ｔ１４の期間において、同様
に黒画像Ｂｋに基づく２回目の順次走査を行う（図７（Ａ）、図８）。これにより、偶数
ラインのサブ画素ＳＰixを十分にリセットすることができる。この間、液晶表示部１３の
奇数ラインでは、表示駆動が行われず、黒を表示する状態が維持される。そして、タイミ
ングｔ１２において、左眼シャッタ８Ｌは閉状態から開状態に変化し、右眼シャッタ８Ｒ
は開状態から閉状態に変化する（図７（Ｃ），（Ｄ））。
【００４２】
　以後、上述したタイミングｔ０～ｔ１４の期間の動作を繰り返すことにより、表示シス
テム１は、左眼画像ＦＬ、黒画像Ｂｋ、右眼画像ＦＲ、黒画像Ｂｋの順に、時分割的に表
示を行う。
【００４３】
　次に、あるサブ画素ＳＰixに着目し、そのサブ画素ＳＰixにおける画素電圧Ｖpixの書
き込み動作について説明する。
【００４４】
　図９は、サブ画素ＳＰixの動作を表すものであり、（Ａ）はゲート線ＧＣＬにおける電
圧の波形を示し、（Ｂ）はサブ画素ＳＰixにおける輝度Ｉを示す。この例は、期間Ｐ１，
Ｐ２において左眼画像ＦＬに基づく画素電圧Ｖpixを書き込む場合を示している。
【００４５】
　サブ画素ＳＰixでは、まず期間Ｐ１が開始し、タイミングｔ２０～ｔ２１の期間におい
て、ゲート線ＧＣＬの電圧が高レベルになり（図９（Ａ））、ＴＦＴ素子Ｔｒがオン状態
になる。そして、データドライバ２３は、データ線ＳＧＬを介してサブ画素ＳＰixに画素
電圧Ｖpixを供給し、この画素電圧Ｖpixがサブ画素ＳＰixに書き込まれる。その後、タイ
ミングｔ２１において、ゲート線ＧＣＬの電圧が高レベルから低レベルに変化し（図９（
Ａ））、ＴＦＴ素子Ｔｒがオフ状態になる。これにより、サブ画素ＳＰixは、データ線Ｓ
ＧＬから切り離されフローティング状態になる。そして、液晶分子Ｍは、書き込まれた画
素電圧Ｖpixに応じてその向きを変え、タイミングｔ２０～ｔ２２の期間において輝度Ｉ
が変化する（図９（Ｂ））。そして期間Ｐ１が終了する。
【００４６】
　次に、サブ画素ＳＰixでは、期間Ｐ２が開始し、期間Ｐ１と同様に、タイミングｔ２２
～ｔ２３の期間において、データドライバ２３は、期間Ｐ１と同じ画素電圧Ｖpixを再度
供給し、この画素電圧Ｖpixがサブ画素ＳＰixに再度書き込まれる。そして、液晶分子Ｍ
は、書き込まれた画素電圧Ｖpixに応じてその向きを変え、タイミングｔ２２～ｔ２４の
期間において輝度Ｉが変化する。
【００４７】
　表示システム１では、このように、画素電圧Ｖpixを書き込む際、同じ画素電圧Ｖpixを
２回続けて書き込む。これにより、以下に説明するように、液晶表示部１３における液晶
分子Ｍの誘電率異方性に起因する画質の低下を抑えることができる。
【００４８】
　図１０は、液晶表示部１３における液晶分子Ｍの向きを表すものであり、（Ａ）は画素
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電極２０２と対向電極２０４との間の電位差ΔＶが“０”（ゼロ）の場合を示し、（Ｂ）
は電位差ΔＶを十分に大きな値に設定した場合を示す。
【００４９】
　画素電極２０２と対向電極２０４との間の電位差ΔＶが“０”（ゼロ）の場合には、液
晶分子Ｍの長軸方向は、図１０（Ａ）に示したように、基板面に垂直な方向を向く。一方
、この電位差ΔＶを十分に大きな値に設定した場合には、液晶分子Ｍの長軸方向は、図１
０（Ｂ）に示したように、基板面に平行な方向を向く。
【００５０】
　この２つの状態において、画素電極２０２と対向電極２０４との間の静電容量Ｃlcは、
液晶分子Ｍの誘電率異方性に基づいて変化する。すなわち、液晶分子Ｍの誘電率は、長軸
方向において小さく、長軸方向と垂直な方向において大きいため、静電容量Ｃlcは、液晶
分子Ｍの向きに応じて変化する。具体的には、電位差ΔＶが“０”（ゼロ）の場合（図１
０（Ａ））には、静電容量Ｃlcは小さくなり、電位差ΔＶが大きくなるに従い（図１０（
Ｂ））、静電容量Ｃlcは大きくなる。
【００５１】
　このように、液晶分子Ｍの向きにより静電容量Ｃlcが変化するため、サブ画素ＳＰixに
画素電圧Ｖpixを一度しか書き込まない場合には、輝度Ｉが所望の値に到達しないおそれ
がある。すなわち、図９に示したように、例えば、タイミングｔ２１～ｔ２２の期間では
、液晶分子Ｍの向きが変化する際、上述したように、静電容量Ｃlcが変化する。サブ画素
ＳＰixはフローティング状態であり電荷が保存されるため、例えば静電容量Ｃlcが大きく
なると、画素電圧Ｖpixが小さくなる。よって、サブ画素ＳＰixでは、輝度Ｉが所望の輝
度に到達しないおそれがある。
【００５２】
　一方、本実施の形態では、図７～９に示したように、同じ画素電圧Ｖpixを２回続けて
書き込むようにしたので、１回目の書き込み後に画素電圧Ｖpixが小さくなっても、２回
目に再度画素電圧Ｖpixを書き込むことにより、この誘電率異方性の影響を補償すること
ができるので、輝度Ｉを所望の輝度にすることができる。
【００５３】
　また、本実施の形態では、左眼画像ＦＬおよびそれに続く黒画像Ｂｋを表示する場合に
は、液晶表示部１３の奇数ラインのみを順次走査し、右眼画像ＦＲおよびそれに続く黒画
像Ｂｋを表示する場合には、液晶表示部１３の偶数ラインのみを順次走査している。これ
により、走査するライン数を半減できるため、走査周期Ｔ１を短くすることができ、これ
により２回目の順次走査のための時間を確保することができる。
【００５４】
　また、表示システム１では、左眼画像ＦＬを表示するラインと、右眼画像ＦＲを表示す
るラインとが互いに異なるようにしている。これにより、以下に示すように、画質を高め
ることができる。
【００５５】
　図１１Ａ、図１１Ｂは、サブ画素ＳＰixの動作を表すものであり、図１１Ａはある奇数
ラインに属するサブ画素ＳＰixにおける輝度Ｉを示し、図１１Ｂはその奇数ラインの次の
偶数ラインに属するサブ画素ＳＰixにおける輝度Ｉを示す。
【００５６】
　奇数ラインに属するサブ画素ＳＰixは、図１１Ａに示したように、期間Ｐ１，Ｐ２にお
いて、左眼画像ＦＬに基づく表示を行い、期間Ｐ３，Ｐ４において、黒画像Ｂｋに基づく
表示を行う。そして、期間Ｐ５～Ｐ８では、図８等に示したように駆動されないため、期
間Ｐ４の状態を維持する。また、偶数ラインに属するサブ画素ＳＰixは、図１１Ｂに示し
たように、期間Ｐ１～Ｐ４の期間では、図８等に示したように駆動されないため、前の状
態を維持する。そして、期間Ｐ５，Ｐ６において、右眼画像ＦＲに基づく表示を行い、期
間Ｐ７，Ｐ８において、黒画像Ｂｋに基づく表示を行う。
【００５７】
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　このように、表示システム１では、左眼画像ＦＬを表示するラインと、右眼画像ＦＲを
表示するラインとが互いに異なるようにしたので、以下に比較例と比べて詳細に説明する
ように、左眼画像ＦＬと右眼画像ＦＲが混ざり合うクロストークが生じるおそれを低減す
ることができ、画質を高めることができる。
【００５８】
　次に、いくつかの比較例と対比して、本実施の形態の作用を説明する。
【００５９】
（比較例１）
　比較例１は、全てのラインに対して線順次走査を行う表示駆動部２０Ｒを用いて表示シ
ステム１Ｒを構成したものである。また、表示システム１Ｒは、上半分と下半分とで独立
して発光することができるバックライト１５Ｒを備えている。なお、本実施の形態に係る
表示システム１と実質的に同一の構成部分には同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００６０】
　図１２は、表示システム１Ｒの表示動作のタイミング図を表すものであり、（Ａ）は液
晶表示部１３の動作を示し、（Ｂ）はバックライト１５Ｒの動作を示し、（Ｃ）はシャッ
タ眼鏡８０の左眼シャッタ８Ｌの動作を示し、（Ｄ）は右眼シャッタ８Ｒの動作を示す。
表示システム１Ｒでは、左眼画像ＦＬ、黒画像Ｂｋ、右眼画像ＦＲ、黒画像Ｂｋの順に、
それぞれ１回ずつ順次走査が行われる。各順次走査の走査周期Ｔ１Ｒは、周期Ｔ０が１６
．７［msec］である場合には、４．２［msec］（＝Ｔ０／４）である。液晶表示部１３の
各ラインでは、順次走査に対応する４つの期間Ｐ１Ｒ～Ｐ４Ｒ（図１２（Ａ））ごとに駆
動される。
【００６１】
　図１３は、期間Ｐ１Ｒ～Ｐ４Ｒにおける、液晶表示部１３の各ラインの動作を表すもの
である。表示駆動部２０Ｒは、各ラインに対して、上記実施の形態の場合（図８）と異な
り、必ず表示駆動を行うようになっている。
【００６２】
　まず、表示駆動部２０Ｒは、タイミングｔ３０～ｔ３２の期間において、液晶表示部１
３の各ラインに対して、左眼画像ＦＬに基づく順次走査を行う（図１２（Ａ）、図１３）
。この期間において、左眼シャッタ８Ｌは開状態であり、右眼シャッタ８Ｒは閉状態であ
る（図１２（Ｃ），（Ｄ））。バックライト１５Ｒは、タイミングｔ３１～ｔ３３の期間
において上半分が点灯し、タイミングｔ３４～ｔ３５の期間において下半分が点灯する（
図１２（Ｂ））。次に、表示駆動部２０Ｒは、タイミングｔ３２～ｔ３７の期間において
、液晶表示部１３の全ラインに対して、黒画像Ｂｋに基づく順次走査を行う（図１２（Ａ
）、図１３）。そして、タイミングｔ３６において、左眼シャッタ８Ｌは開状態から閉状
態に変化し、右眼シャッタ８Ｒは閉状態から開状態に変化する（図１２（Ｃ），（Ｄ））
。同様にして、表示駆動部２０Ｒは、タイミングｔ３７～ｔ３９の期間において、右眼画
像ＦＲに基づく順次走査を行い、タイミングｔ３９～ｔ４４の期間において、黒画像Ｂｋ
に基づく順次走査を行う（図１２（Ａ）、図１３）。
【００６３】
　図１４は、本比較例１に係るサブ画素ＳＰixの動作を表すものである。サブ画素ＳＰix
は、期間Ｐ１Ｒにおいて、左眼画像ＦＬに基づく表示を行い、期間Ｐ２Ｒにおいて、黒画
像Ｂｋに基づく表示を行う。そして、期間Ｐ３Ｒにおいて、右眼画像ＦＲに基づく表示を
行い、期間Ｐ４Ｒにおいて、黒画像Ｂｋに基づく表示を行う。
【００６４】
　本比較例１に係る表示システム１Ｒでは、図１２～１４に示したように、表示駆動部２
０Ｒは、左眼画像ＦＬ、黒画像Ｂｋ、右眼画像ＦＲ、黒画像Ｂｋの順に、それぞれ１回ず
つ線順次走査を行う。その際、各サブ画素ＳＰixは、左眼画像ＦＬおよび右眼画像ＦＲに
基づく表示を時分割で行う。これにより、左眼画像ＦＬと右眼画像ＦＲが混ざり合うクロ
ストークが生じるおそれがある。具体的には、図１４に示したように、期間Ｐ２Ｒにおい
て、表示駆動部２０Ｒが、サブ画素ＳＰixに対して黒画像を示す画素電圧Ｖpixを書き込
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んでも、上述したように、液晶分子Ｍの向きにより静電容量Ｃlcが変化するため、輝度Ｉ
が“０”（ゼロ）に到達しないおそれがある（波形Ｗ１）。この場合には、続く期間Ｐ３
Ｒにおいて、右眼画像ＦＲに基づく画素電圧Ｖpixの書き込みに影響を与えることにより
、期間Ｐ２Ｒにおける左眼画像ＦＬの残留画像（波形Ｗ１）と期間Ｐ３Ｒにおける右眼画
像ＦＲが混ざり合うクロストークが生じ、画質が低下するおそれがある。
【００６５】
　一方、本実施の形態に係る表示システム１では、左眼画像ＦＬを奇数ラインで表示し、
右眼画像ＦＲを偶数ラインで表示するようにしたので、クロストークが生じるおそれを低
減することができ、画質を高めることができる。
【００６６】
　また、本比較例１に係る表示システム１Ｒでは、左眼画像ＦＬ、黒画像Ｂｋ、右眼画像
ＦＲ、黒画像Ｂｋの順に、それぞれ１回ずつ線順次走査を行うため、画質を高めるために
、図１２に示したように、バックライト１５Ｒを複数（この例では上半分と下半分）に分
けて独立して発光（いわゆるスキャンバックライト）させる必要があり、動作が複雑にな
り、コストが増大するおそれがある。
【００６７】
　一方、本実施の形態に係る表示システム１では、それぞれ２回ずつ線順次走査を行うよ
うにしたので、図７に示したように、バックライト１５を一体として間欠的に発光させる
ことができ、動作をシンプルにすることができ、コストを下げることができる。
【００６８】
　なお、例えばコストの増大が許容できる場合には、表示装置１にスキャンバックライト
を適用してもよい。この場合には、左眼画像ＦＬと右眼画像ＦＲが混ざり合うクロストー
クを低減することができるとともに、バックライトの点灯期間を長くすることができるた
め、表示装置としての輝度を高めることができる。
【００６９】
（比較例２）
　比較例２は、奇数ラインと偶数ラインに対して、それぞれ異なる画像に基づいて順次走
査を行う表示駆動部２０Ｓを用いて表示システム１Ｓを構成したものである。なお、本実
施の形態に係る表示システム１と実質的に同一の構成部分には同一の符号を付し、適宜説
明を省略する。
【００７０】
　図１５は、表示システム１Ｓの表示動作のタイミング図を表すものであり、（Ａ）は液
晶表示部１３の動作を示し、（Ｂ）はバックライト１５の動作を示し、（Ｃ）は、シャッ
タ眼鏡８０の左眼シャッタ８Ｌの動作を示し、（Ｄ）は右眼シャッタ８Ｒの動作を示す。
図１６は、期間Ｐ１Ｒ～Ｐ４Ｒにおける、液晶表示部１３の各ラインの動作を表すもので
ある。図１５（Ａ）において、“ＦＬ＆Ｂｋ” は、図１６に示したように、表示駆動部
２０Ｓが、奇数ラインに対して左眼画像ＦＬに基づく表示駆動を行うとともに、偶数ライ
ンに対して黒画像Ｂｋに基づく表示駆動を行うことを示している。また、“ＦＲ＆Ｂｋ”
は、表示駆動部２０Ｓが、奇数ラインに対して黒画像Ｂｋに基づく表示駆動を行うととも
に、偶数ラインに対して右眼画像ＦＲに基づく表示駆動を行うことを示している。
【００７１】
　まず、表示駆動部２０Ｓは、タイミングｔ５０～ｔ５２の期間において、液晶表示部１
３の奇数ラインに対して左眼画像ＦＬに基づく表示駆動を行い、偶数ラインに対して黒画
像Ｂｋに基づく表示駆動を行うことにより、１回目の線順次走査を行い、タイミングｔ５
２～ｔ５４の期間において、同様に２回目の線順次走査を行う（図１５（Ａ）、図１６）
。また、タイミングｔ５１において、左眼シャッタ８Ｌは閉状態から開状態に変化し、右
眼シャッタ８Ｒは開状態から閉状態に変化する（図１５（Ｃ），（Ｄ））。バックライト
１５Ｒは、タイミングｔ５３～ｔ５５の期間において点灯する（図１５（Ｂ））。
【００７２】
　次に、表示駆動部２０Ｓは、タイミングｔ５４～ｔ５７の期間において、液晶表示部１
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３の奇数ラインに対して黒画像Ｂｋに基づく表示駆動を行い、偶数ラインに対して右眼画
像ＦＲに基づく表示駆動を行うことにより、１回目の線順次走査を行い、タイミングｔ５
７～ｔ５９の期間において、同様に２回目の線順次走査を行う（図１５（Ａ）、図１６）
。そして、タイミングｔ５６において、左眼シャッタ８Ｌは開状態から閉状態に変化し、
右眼シャッタ８Ｒは閉状態から開状態に変化する（図１５（Ｃ），（Ｄ））。バックライ
ト１５Ｒは、タイミングｔ５８～ｔ６０の期間において点灯する（図１５（Ｂ））。
【００７３】
　図１７Ａ、図１７Ｂは、本比較例２に係るサブ画素ＳＰixの動作を表すものであり、図
１７Ａはある奇数ラインに属するサブ画素ＳＰixにおける輝度Ｉを示し、図１７Ｂはその
奇数ラインの次の偶数ラインに属するサブ画素ＳＰixにおける輝度Ｉを示す。
【００７４】
　奇数ラインに属するサブ画素ＳＰixは、図１７Ａに示したように、期間Ｐ１Ｒ，Ｐ２Ｒ
において、左眼画像ＦＬに基づく表示を行い、期間Ｐ３Ｒ，Ｐ４Ｒにおいて、黒画像Ｂｋ
に基づく表示を行う。また、偶数ラインに属するサブ画素ＳＰixは、図１７Ｂに示したよ
うに、期間Ｐ１Ｒ，Ｐ２Ｒにおいて、黒画像Ｂｋに基づく表示を行い、期間Ｐ３Ｒ，Ｐ４
Ｒにおいて、右眼画像ＦＲに基づく表示を行う。
【００７５】
　本比較例２に係る表示システム１Ｓでは、期間Ｐ１Ｒ，Ｐ２Ｒにおいて、奇数ラインに
対する左眼画像ＦＬに基づく表示駆動と、偶数ラインに対する黒画像Ｂｋに基づく表示駆
動とを同時に行い、期間Ｐ３Ｒ，Ｐ４Ｒにおいて、奇数ラインに対する黒画像Ｂｋに基づ
く表示駆動と、偶数ラインに対する右眼画像ＦＲに基づく表示駆動とを同時に行っている
。これにより、左眼画像ＦＬと右眼画像ＦＲが混ざり合うクロストークが生じるおそれが
ある。
【００７６】
　具体的には、例えば、図１７Ｂに示したように、期間Ｐ１Ｒにおいて、表示駆動部２０
Ｓが、偶数ラインに係るサブ画素ＳＰixに対して、黒画像を示す画素電圧Ｖpixを書き込
んでも、上述したように、液晶分子Ｍの向きにより静電容量Ｃlcが変化するため、輝度Ｉ
が“０”（ゼロ）に到達しないおそれがある（波形Ｗ２）。これにより、奇数ラインが表
示する左眼画像ＦＬ（図１７Ａ）と、偶数ラインが表示する一つ前の期間Ｐ４Ｒにおける
右眼画像ＦＲの残留画像（図１７Ｂの波形Ｗ２）が混ざり合うクロストークが生じ、画質
が低下するおそれがある。同様に、図１７Ａに示したように、期間Ｐ３Ｒにおいて、表示
駆動部２０Ｓが、奇数ラインに係るサブ画素ＳＰixに対して、黒画像を示す画素電圧Ｖpi
xを書き込んでも、上述したように、液晶分子Ｍの向きにより静電容量Ｃlcが変化するた
め、輝度Ｉが“０”（ゼロ）に到達しないおそれがある（波形Ｗ３）。これにより、偶数
ラインが表示する右眼画像ＦＲ（図１７Ｂ）と、奇数ラインが表示する、一つ前の期間Ｐ
２Ｒにおける左眼画像ＦＬの残留画像（図１７Ａの波形Ｗ３）が混ざり合うクロストーク
が生じ、画質が低下するおそれがある。
【００７７】
　一方、本実施の形態に係る表示システム１では、期間Ｐ３，Ｐ４において、奇数ライン
に対して黒画像Ｂｋに基づく順次走査を行った後に、期間Ｐ５，Ｐ６において、偶数ライ
ンに対して右眼画像ＦＲに基づく表示走査を行い、期間Ｐ７，Ｐ８において偶数ラインに
対して黒画像Ｂｋに基づく順次走査を行った後に、期間Ｐ１，Ｐ２において、奇数ライン
に対して左眼画像ＦＬに基づく表示走査を行うようにしたので、偶数ラインと奇数ライン
に対して、異なる画像に基づく表示駆動を同時に行うことがないため、クロストークが生
じるおそれを低減することができ、画質を高めることができる。
【００７８】
　また、本比較例２に係る表示システム１Ｓでは、期間Ｐ１Ｒ～Ｐ４Ｒのうちの２つの期
間のみが黒色を表示するため、液晶分子Ｍの応答が遅い場合には、輝度Ｉが十分に下がり
きらないおそれがあり、その場合には、クロストークなどにより画質が低下するおそれが
ある。
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【００７９】
　一方、本実施の形態に係る表示システム１では、期間Ｐ１～Ｐ８のうちの６つの期間が
黒色を表示するため、液晶分子Ｍの応答が遅い場合であっても、輝度Ｉをより下げること
ができ、クロストークが生じるおそれを低減することができ、画質の低下を抑えることが
できる。
【００８０】
［効果］
　以上のように本実施の形態では、同じ画素電圧を２回続けてサブ画素に対して書き込む
ようにしたので、輝度を所望の輝度にすることができ、画質を高めることができる。
【００８１】
　また、本実施の形態では、奇数ラインのみまたは偶数ラインのみに対して順次走査を行
うようにしたので、走査するライン数を半減できるため、２回目の順次走査のための時間
を確保することができる。
【００８２】
　また、本実施の形態では、左眼画像を表示するラインと、右眼画像を表示するラインと
が互いに異なるようにしたので、クロストークが生じるおそれを低減することができ、画
質を高めることができる。
【００８３】
　また、本実施の形態では、奇数ラインに対して黒画像に基づく順次走査を行った後に、
偶数ラインに対して右眼画像に基づく表示走査を行い、偶数ラインに対して黒画像に基づ
く順次走査を行った後に、奇数ラインに対して左眼画像に基づく表示走査を行うようにし
たので、クロストークが生じるおそれを低減することができ、画質を高めることができる
。
【００８４】
　また、本実施の形態では、黒色を表示する期間を長く確保するようにしたので、クロス
トークが生じるおそれを低減することができ、画質を高めることができる。
【００８５】
［変形例１－１］
　上記実施の形態では、期間Ｐ３，Ｐ４において奇数ラインのみに対して黒画像Ｂｋに基
づく順次走査を行い、期間Ｐ７，Ｐ８において偶数ラインのみに対して黒画像Ｂｋに基づ
く順次走査を行うようにしたが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば
、図１８に示したように、期間Ｐ３，Ｐ４および期間Ｐ７，Ｐ８において、隣接する２本
のライン（奇数ラインおよび偶数ライン）を単位として、黒画像Ｂｋに基づく順次走査を
行うようにしてもよい。この場合でも、２本ずつ駆動するため、走査周期Ｔ１を短くする
ことができ、これにより２回目の順次走査のための時間を確保することができる。
【００８６】
［変形例１－２］
　また、上記実施の形態では、左眼画像ＦＬ、黒画像Ｂｋ、右眼画像ＦＲ、黒画像Ｂｋの
順に、それぞれ２回ずつ順次走査を行ったが、これに限定されるものではなく、これに代
えて、例えば、図１９，２０に示したように、左眼画像ＦＬについて３回順次走査を行っ
た後、黒画像Ｂｋについて１回順次走査を行い、右眼画像ＦＲについて３回順次走査を行
った後、黒画像Ｂｋについて１回順次走査を行うようにしてもよい。この場合には、図１
９に示したように、バックライト１５の点灯期間を長くすることができるため、輝度を高
めることができる。また、例えば、図２１，２２に示したように、左眼画像ＦＬについて
１回順次走査を行った後、黒画像Ｂｋについて３回順次走査を行い、右眼画像ＦＲについ
て１回順次走査を行った後、黒画像Ｂｋについて３回順次走査を行うようにしてもよい。
この場合には、黒画像Ｂｋを表示する際に輝度Ｉをより下げることができるため、クロス
トークが生じるおそれを低減することができる。
【００８７】
［変形例１－３］
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　また、上記実施の形態では、周期Ｔ０の期間において、順次走査を８回行ったが、これ
に限定されるものではなく、これに代えて、一部の走査を省いてもよい。
【００８８】
　例えば、図２３，２４に示したように、黒画像Ｂｋについての２回目の順次走査を省い
てもよい。この場合には、例えば、タイミングｔ３～ｔ６の期間において黒画像Ｂｋにつ
いての１回目の順次走査を行うが、タイミングｔ６～ｔ７の期間では順次走査を行わず、
各ラインは、その前の状態を維持するように動作する。
【００８９】
　また、例えば、さらに、図２５，２６に示したように、左眼画像ＦＬおよび右眼画像Ｆ
Ｒについての２回目の順次走査を省いてもよい。この場合には、例えば、タイミングｔ０
～ｔ１の期間において左眼画像ＦＬについての１回目の順次走査を行うが、タイミングｔ
１～ｔ３の期間では、順次走査を行わず、各ラインは、その前の状態を維持するように動
作する。
【００９０】
　また、例えば、図２７，２８に示したように、変形例１－２の図１９，２０の場合にお
いて、左眼画像ＦＬおよび右眼画像ＦＲについての２回目および３回目の順次走査を省い
てもよいし、図２９，３０に示したように、変形例１－２の図２１，２２の場合において
、黒画像Ｂｋについての２回目および３回目の順次走査を省いてもよい。
【００９１】
［変形例１－４］
　上記実施の形態では、同じ画素電圧Ｖpixを２回続けてサブ画素に対して書き込むよう
にしたが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、１回目の書き込みに
おいていわゆるオーバードライブ処理を行うことにより、異なる画素電圧Ｖpixを書き込
むようにしてもよい。
【００９２】
＜２．第２の実施の形態＞
　次に、第２の実施の形態に係る表示システム２について説明する。本実施の形態は、液
晶表示部におけるサブ画素ＳＰixとゲート線ＧＣＬとの接続が、上記第１の実施の形態と
異なるものである。なお、上記第１の実施の形態に係る表示システム１と実質的に同一の
構成部分には同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００９３】
　図３１は、本実施の形態の表示システム２に係る液晶表示部３３の一構成例を表すもの
である。液晶表示部３３は、水平方向Ｘに隣接するサブ画素ＳＰixが、互いに異なるゲー
ト線ＧＣＬに接続されるように構成したものである。具体的には、あるサブ画素ＳＰixを
あるゲート線ＧＣＬに接続し、水平方向Ｘにおいてそのサブ画素ＳＰixの隣に配置された
サブ画素ＳＰixを、そのゲート線ＧＣＬの隣のゲート線ＧＣＬに接続している。
【００９４】
　言い換えれば、液晶表示部３３では、各画素Ｐixに属する３つのサブ画素ＳＰixのうち
の一つが、他の２つと垂直方向Ｙにおける異なる位置に配置される。具体的には、例えば
、図３１に示したように、あるゲート線ＧＣＬに接続された画素Ｐixの３つのサブ画素Ｓ
Ｐixのうち、赤色（Ｒ）のサブ画素ＳＰixおよび青色（Ｂ）のサブ画素ＳＰixが、そのゲ
ート線ＧＣＬを挟んで、緑色（Ｇ）のサブ画素ＳＰixの反対側に配置される。
【００９５】
　この構成により、左眼画像ＦＬは、奇数ライン（例えば（２ｋ－１）番目）のゲート線
ＧＣＬを挟んで両側に配置されたサブ画素ＳＰixによって表示される。また、右眼画像Ｆ
Ｒは、偶数ライン（例えば２ｋ番目）のゲート線ＧＣＬを挟んで両側に配置されたサブ画
素ＳＰixによって表示される。このように、液晶表示部３３では、各画像を表示するサブ
画素ＳＰixが、上記第１の実施の形態に係る液晶表示部１３（図３）に比べてより均一に
配置されるため、画質を高めることができる、
【００９６】
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　以上のように本実施の形態では、水平方向に隣接するサブ画素が、互いに異なるゲート
線に接続されるように構成したので、画質を高めることができる。その他の効果は、上記
第１の実施の形態の場合と同様である。
【００９７】
［変形例２－１］
　上記実施の形態では、水平方向Ｘに隣接する１つのサブ画素ＳＰixごとに、異なるゲー
ト線ＧＣＬを接続したが、これに限定されるものではなく、所定数のサブ画素ＳＰixごと
に、異なるゲート線ＧＣＬを接続してもよい。２つのサブ画素ＳＰixごとに異なるゲート
線ＧＣＬを接続した場合の例を図３２に示し、３つのサブ画素ＳＰix（すなわち画素Ｐix
）ごとに異なるゲート線ＧＣＬを接続した場合の例を図３３に示し、６つのサブ画素ＳＰ
ixごとに異なるゲート線ＧＣＬを接続した場合の例を図３４に示す。
【００９８】
［変形例２－２］
　上記実施の形態では、上記第１の実施の形態に係る表示システム１に液晶表示部３３を
適用したが、これに限定されるものではなく、例えば、上記実施の形態の変形例１－１～
１－４に係る表示システムに液晶表示部３３を適用してもよい。
【００９９】
＜３．第３の実施の形態＞
　次に、第３の実施の形態に係る表示システム３について説明する。本実施の形態は、上
記第１の実施の形態に係る表示システム１を、複数の観察者が異なる映像を同時に観察す
ることができるマルチビューシステムに適用したものである。なお、上記第１の実施の形
態に係る表示システム１と実質的に同一の構成部分には同一の符号を付し、適宜説明を省
略する。以下、二人の観察者９Ａ，９Ｂが映像を観察するマルチビューシステムを例に説
明する。
【０１００】
　図３５は、本実施の形態に係る表示システム３の一構成例を表すものである。表示シス
テム３は、表示装置４０と、２つのシャッタ眼鏡８０Ａ，８０Ｂとを備えている。表示装
置４０は、映像信号Ｓdispに基づいて、観察者９Ａが見る画像ＦＡ、および観察者９Ｂが
見る画像ＦＢを表示するものである。この例では、映像信号Ｓdispは、画像ＦＡおよび画
像ＦＢの画像情報を含むものである。シャッタ眼鏡８０Ａ，８０Ｂは、観察者９Ａ，９Ｂ
がそれぞれ身につけるものである。
【０１０１】
　表示装置４０は、シャッタ制御部４６を有している。シャッタ制御部４６は、２つのシ
ャッタ制御信号ＣＴＬＡ，ＣＴＬＢを生成し、シャッタ眼鏡８０Ａに対してシャッタ制御
信号ＣＴＬＡを供給するとともに、シャッタ眼鏡８０Ｂに対してシャッタ制御信号ＣＴＬ
Ｂを供給するものである。シャッタ眼鏡８０Ａの左眼シャッタ８ＡＬおよび右眼シャッタ
８ＡＲは、シャッタ制御信号ＣＴＬＡに基づいて、開閉動作するものである。その際、左
眼シャッタ８ＡＬおよび右眼シャッタ８ＡＲは、同時に開閉動作するようになっている。
同様に、シャッタ眼鏡８０Ｂの左眼シャッタ８ＢＬおよび右眼シャッタ８ＢＲは、シャッ
タ制御信号ＣＴＬＢに基づいて、開閉動作するものである。その際、左眼シャッタ８ＢＬ
および右眼シャッタ８ＢＲは、同時に開閉動作するようになっている。
【０１０２】
　図３６Ａ，３６Ｂは、表示システム３の全体動作を模式的に表すものである。図３６Ａ
は観察者９Ａのための画像ＦＡを表示したときの動作を示し、図３６Ｂは観察者９Ｂのた
めの画像９Ｂを表示したときの動作を示す。表示装置４０が画像ＦＡを表示している場合
、図３６Ａに示したように、シャッタ眼鏡８０Ａの左眼シャッタ８ＡＬおよび右眼シャッ
タ８ＡＲが開状態となるとともに、シャッタ眼鏡８０Ｂの左眼シャッタ８ＢＬおよび右眼
シャッタ８ＢＲが閉状態となる。このとき、観察者９Ａが画像ＦＡを見ることとなる。一
方、表示装置４０が画像ＦＢを表示している場合、図３６Ｂに示したように、シャッタ眼
鏡８０Ａの左眼シャッタ８ＡＬおよび右眼シャッタ８ＡＲが閉状態となるとともに、シャ
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ッタ眼鏡８０Ｂの左眼シャッタ８ＢＬおよび右眼シャッタ８ＢＲが開状態となる。このと
き、観察者９Ｂが画像ＦＢを見ることとなる。これらの動作を交互に繰り返すことにより
、画像ＦＡからなる映像を観察者９Ａが観察するとともに、画像ＦＢからなる映像を観察
者９Ｂが観察することができ、１つの表示装置に表示される複数の映像のそれぞれを複数
の観察者が見ることができる、マルチビューシステムを実現することができる。
【０１０３】
　図３７は、表示システム３の表示動作のタイミング図を表すものであり、（Ａ）は液晶
表示部１３の動作を示し、（Ｂ）はバックライト１５の動作を示し、（Ｃ）は、シャッタ
眼鏡８０Ａの動作を示し、（Ｄ）はシャッタ眼鏡８０Ｂの動作を示す。図３７（Ａ）にお
いて、例えば、“ＦＡ” は、表示駆動部２０が画像ＦＡに基づく表示駆動を行っている
ことを示し、“ＦＢ”は、表示駆動部２０が画像ＦＢに基づく表示駆動を行っていること
を示す。
【０１０４】
　図３８は、期間Ｐ１～Ｐ８における、液晶表示部１３の奇数ラインおよび偶数ラインの
動作を表すものである。図３８において、“ＦＡ”は、表示駆動部２０が画像ＦＡに基づ
く表示駆動を行っていることを示し、“ＦＢ”は、表示駆動部２０が画像ＦＢに基づく表
示駆動を行っていることを示す。
【０１０５】
　まず、表示駆動部２０は、タイミングｔ８０～ｔ８１の期間において、液晶表示部１３
の奇数ラインのみに対して、画像ＦＡに基づく１回目の順次走査を行い、続くタイミング
ｔ８１～ｔ８３の期間において、同様に画像ＦＡに基づく２回目の順次走査を行う（図３
７（Ａ）、図３８）。この間、液晶表示部１３の偶数ラインでは、表示駆動が行われず、
状態が維持される。この期間において、シャッタ眼鏡８０Ａの左眼シャッタ８ＡＬおよび
右眼シャッタ８ＡＲは開状態であり、シャッタ眼鏡８０Ｂの左眼シャッタ８ＢＬおよび右
眼シャッタ８ＢＲは閉状態である（図３７（Ｃ），（Ｄ））。そして、バックライト１５
は、タイミングｔ８２～ｔ８４の期間において点灯する（図３７（Ｂ））。これにより、
観察者９Ａは、タイミングｔ８２～ｔ８４の期間において、画像ＦＡを観察することがで
きる。
【０１０６】
　次に、表示駆動部２０は、タイミングｔ８３～ｔ８６の期間において、液晶表示部１３
の奇数ラインのみに対して、黒画像Ｂｋに基づく１回目の順次走査を行い、続くタイミン
グｔ８６～ｔ８７の期間において、同様に黒画像Ｂｋに基づく２回目の順次走査を行う（
図３７（Ａ）、図３８）。これにより、奇数ラインのサブ画素ＳＰixを十分にリセットす
ることができる。この間、液晶表示部１３の偶数ラインでは、表示駆動が行われず、状態
が維持される。そして、タイミングｔ８５において、シャッタ眼鏡８０Ａの左眼シャッタ
８ＡＬおよび右眼シャッタ８ＡＲが開状態から閉状態に変化し、シャッタ眼鏡８０Ｂの左
眼シャッタ８ＢＬおよび右眼シャッタ８ＢＲが閉状態から開状態に変化する（図３７（Ｃ
），（Ｄ））。
【０１０７】
　次に、表示駆動部２０は、タイミングｔ８７～ｔ８８の期間において、液晶表示部１３
の偶数ラインのみに対して、画像ＦＲに基づく１回目の順次走査を行い、続くタイミング
ｔ８８～ｔ９１の期間において、同様に画像ＦＲに基づく２回目の順次走査を行う（図３
７（Ａ）、図３８）。この間、液晶表示部１３の奇数ラインでは、表示駆動が行われず、
黒を表示する状態が維持される。そして、バックライト１５は、タイミングｔ８９～ｔ９
１の期間において点灯する（図３７（Ｂ））。これにより、観察者９Ｂは、タイミングｔ
８９～ｔ９１の期間において、画像ＦＢを観察することができる。
【０１０８】
　次に、表示駆動部２０は、タイミングｔ９０～ｔ９３の期間において、液晶表示部１３
の偶数ラインのみに対して、黒画像Ｂｋに基づく１回目の順次走査を行い、続くタイミン
グｔ９３～ｔ９４の期間において、同様に黒画像Ｂｋに基づく２回目の順次走査を行う（
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図３７（Ａ）、図３８）。これにより、偶数ラインのサブ画素ＳＰixを十分にリセットす
ることができる。この間、液晶表示部１３の奇数ラインでは、表示駆動が行われず、黒を
表示する状態が維持される。そして、タイミングｔ９２において、シャッタ眼鏡８０Ａの
左眼シャッタ８ＡＬおよび右眼シャッタ８ＡＲが閉状態から開状態に変化し、シャッタ眼
鏡８０Ｂの左眼シャッタ８ＢＬおよび右眼シャッタ８ＢＲが開状態から閉状態に変化する
（図３７（Ｃ），（Ｄ））。
【０１０９】
　以上のように本実施の形態では、複数のシャッタ眼鏡を備え、画像ＦＡ，ＦＢを表示す
るとともに、各シャッタ眼鏡の左眼シャッタと右眼シャッタとを同時に開閉動作するよう
にしたので、マルチビューシステムを実現することができる。その他の効果は、上記第１
の実施の形態等の場合と同様である。
【０１１０】
［変形例３－１］
　上記実施の形態では、表示システム１をマルチビューシステムに適用したが、これに限
定されるものではなく、これに代えて、例えば、表示システム２をマルチビューシステム
に適用してもよい。
【０１１１】
＜４．適用例＞
　次に、上記実施の形態および変形例で説明した表示システムの適用例について説明する
。
【０１１２】
　図３９は、上記実施の形態等の表示システムが適用されるテレビジョン装置の外観を表
すものである。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル５１１およびフィルタ
ーガラス５１２を含む映像表示画面部５１０を有している。このテレビジョン装置は、上
記実施の形態等に係る表示システムにおける表示装置を含んで構成されている。
【０１１３】
　上記実施の形態等の表示システムは、このようなテレビジョン装置の他、ノート型パー
ソナルコンピュータなどにも適用することが可能である。言い換えると、上記実施の形態
等の表示システムは、映像を表示するあらゆる分野の電子機器に適用することが可能であ
る。
【０１１４】
　以上、いくつかの実施の形態および変形例、ならびに電子機器への適用例を挙げて本技
術を説明したが、本技術はこれらの実施の形態等には限定されず、種々の変形が可能であ
る。
【０１１５】
　例えば、上記の各実施の形態では、液晶表示装置に適用したが、これに限定されるもの
ではなく、これに代えて、例えば、有機ＥＬ（Electro Luminescence）などを用いたＥＬ
表示装置に適用してもよい。
【０１１６】
　また、例えば、上記の各実施の形態では、液晶表示部１３として４倍速の表示パネルを
用いたが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば８倍速の表示パネルを
用いてもよい。この場合には、上記第１の実施の形態では、例えば、左眼画像ＦＬ、黒画
像Ｂｋ、右眼画像ＦＲ、黒画像Ｂｋの順に、それぞれ４回ずつ順次走査を行うようにして
もよい。
【０１１７】
　なお、本技術は以下のような構成とすることができる。
【０１１８】
（１）第１グループの複数の画素および第２グループの複数の画素を有し、第１の期間に
おける第１の種類のフレーム画像に基づく表示と、第２の期間における第２の種類のフレ
ーム画像に基づく表示とを切り換えて行う表示部と、
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　前記第１の期間において、前記第２グループの複数の画素を駆動せずに前記第１グルー
プの複数の画素を駆動する第１の駆動を行い、前記第２の期間において、前記第１グルー
プの複数の画素を駆動せずに前記第２グループの複数の画素を駆動する第２の駆動を行う
駆動部と
　を備えた表示装置。
【０１１９】
（２）前記第１グループの複数の画素は、複数の奇数ライン画素であり、
　前記第２グループの複数の画素は、複数の偶数ライン画素である
　前記（１）に記載の表示装置。
【０１２０】
（３）前記第１の駆動は、前記複数の奇数ライン画素を１または複数回走査するものであ
り、
　前記第２の駆動は、前記複数の偶数ライン画素を１または複数回走査するものである
　前記（２）に記載の表示装置。
【０１２１】
（４）前記駆動部は、
　前記第１の駆動の後であって前記第２の駆動の前に、前記複数の奇数ライン画素に所定
の輝度情報を書き込む第３の駆動を行い、
　前記第２の駆動の後であって前記第１の駆動の前に、前記偶数ライン画素に前記所定の
輝度情報を書き込む第４の駆動を行う
　前記（２）または（３）に記載の表示装置。
【０１２２】
（５）前記所定の輝度情報は、黒色を示すものである
　前記（４）に記載の表示装置。
【０１２３】
（６）前記第３の駆動は、前記複数の奇数ライン画素を１または複数回走査するものであ
り、
　前記第４の駆動は、前記複数の偶数ライン画素を１または複数回走査するものである
　前記（４）または（５）に記載の表示装置。
【０１２４】
（７）前記駆動部は、
　前記第１の駆動の後であって前記第２の駆動の前に、前記表示部における各画素に所定
の輝度情報を書き込む第３の駆動を行い、
　前記第２の駆動の後であって前記第１の駆動の前に、前記表示部における各画素に前記
所定の輝度情報を書き込む第４の駆動を行う
　前記（２）または（３）に記載の表示装置。
【０１２５】
（８）前記第３の駆動および前記第４の駆動は、互いに隣り合う２ラインを単位として走
査駆動するものである
　前記（７）に記載の表示装置。
【０１２６】
（９）前記表示部は、複数の走査信号線を備え、
　前記奇数ライン画素は、前記複数の走査信号線のうちの奇数番目の走査信号線に接続さ
れており、
　前記偶数ライン画素は、前記複数の走査信号線のうちの偶数番目の走査信号線に接続さ
れている
　前記（２）から（８）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２７】
（１０）同じ走査信号線に接続された画素は、走査方向と交差する方向に並設されている
　前記（９）に記載の表示装置。
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【０１２８】
（１１）一の画素は、その一の画素と同じ走査信号線に接続された他の画素のうちのいず
れかと、走査方向における異なる位置に配置されている
　前記（９）に記載の表示装置。
【０１２９】
（１２）前記第１の種類のフレーム画像に基づく表示および前記第２の種類のフレーム画
像に基づく表示に同期して点灯するバックライトをさらに備え、
　前記表示部は液晶表示部である
　前記（１）から（１１）のいずれかに記載の表示装置。
【０１３０】
（１３）前記表示部における表示に同期して、１または複数のシャッタ眼鏡のそれぞれに
おける左眼シャッタおよび右眼シャッタの開閉を切り換える制御を行うシャッタ制御部を
さらに備えた
　前記（１）から（１２）のいずれかに記載の表示装置。
【０１３１】
（１４）前記シャッタ制御部は、
　前記第１の駆動および前記第２の駆動のうちの一方に同期して、前記左眼シャッタを開
放状態にするとともに前記右眼シャッタを遮断状態にし、
　前記第１の駆動および前記第２の駆動のうちの他方に同期して、前記左眼シャッタを遮
断状態にするとともに前記右眼シャッタを開放状態にする
　前記（１３）に記載の表示装置。
【０１３２】
（１５）前記シャッタ制御部は、
　前記第１の駆動および前記第２の駆動のうちの一方に同期して、前記１または複数のシ
ャッタ眼鏡のうちの第１のシャッタ眼鏡における前記左眼シャッタおよび前記右眼シャッ
タを開放状態にし、
　前記第１の駆動および前記第２の駆動のうちの他方に同期して、前記第１のシャッタ眼
鏡における前記左眼シャッタおよび前記右眼シャッタを遮断状態にする
　前記（１３）に記載の表示装置。
【０１３３】
（１６）第１グループの複数の画素および第２グループの複数の画素を有し、第１の期間
における第１の種類のフレーム画像に基づく表示と、第２の期間における第２の種類のフ
レーム画像に基づく表示とを切り換えて行う表示部に対して、前記第１の期間において、
前記第２グループの複数の画素を駆動せずに前記第１グループの複数の画素を駆動する第
１の駆動を行い、前記第２の期間において、前記第１グループの複数の画素を駆動せずに
前記第２グループの複数の画素を駆動する第２の駆動を行う駆動部を備えた
　表示駆動回路。
【０１３４】
（１７）第１の期間において、第２グループの複数の画素を駆動せずに第１グループの複
数の画素を駆動する第１の駆動を行い、第２の期間において、前記第１グループの複数の
画素を駆動せずに前記第２グループの複数の画素を駆動する第２の駆動を行うことにより
、前記第１の期間における第１の種類のフレーム画像に基づく表示と、前記第２の期間に
おける第２の種類のフレーム画像に基づく表示とを切り換えて行う
　表示駆動方法。
【符号の説明】
【０１３５】
　１～３…表示システム、８Ｌ，８ＡＬ，８ＢＬ…左眼シャッタ、８Ｒ，８ＡＲ，８ＢＲ
…右眼シャッタ、１０，３０，４０…表示装置、１１…映像処理部、１３，３３，３３Ｂ
，３３Ｃ，３３Ｄ…液晶表示部、１４…バックライト駆動部、１５…バックライト、１６
，４６…シャッタ制御部、２０…表示駆動部、２１…タイミング制御部、２２…ゲートド



(22) JP 5942668 B2 2016.6.29

ライバ、２３…データドライバ、８０，８０Ａ，８０Ｂ…シャッタ眼鏡、２０１…駆動基
板、２０２…画素電極、２０３…液晶層、２０４…対向電極、２０５…対向基板、２０６
ａ，２０６ｂ…偏光板、Ｃｓ…保持容量素子、ＣＳＬ…保持容量線、ＣＴＬ，ＣＴＬＡ，
ＣＴＬＢ…シャッタ制御信号、ＦＡ，ＦＢ…画像、ＦＬ…左眼画像、ＦＲ…右眼画像、Ｇ
ＣＬ…ゲート線、ＬＣ…液晶素子、Ｍ…液晶分子、Ｐix…画素、Ｐ１～Ｐ８…期間、Ｓdi
sp，Ｓdisp2，Ｓdisp3…映像信号、ＳＧＬ…データ線、ＳＰix…サブ画素、Ｔｒ…ＴＦＴ
素子、Ｔ０…周期、Ｔ１…走査周期。
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